
 

 

 

 

 

令和８年度スポーツ政策調査研究事業 

「スポーツ政策における EBPM推進に関する調査研究」 
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令和８年２月１７日 

スポーツ庁政策課企画調整室 

 

  



 

１ 事業名 

令和８年度スポーツ政策調査研究事業 

「スポーツ政策における適切な評価指標や EBPM推進に関する調査研究」 

 

２ 目的 

令和７年度事業で実施した諸外国調査や EBPM 検討の結果も踏まえ、国内のスポーツ状況等の効

果検証に関する調査研究や令和 9年度から計画期間が始まる第４期スポーツ基本計画の周知・展開

等を行うことにより、第４期スポーツ基本計画の効果的・効率的な推進の一助とする。 

 

３ 成果物 

調査報告書・調査報告書概要を PDF及び Microsoft Word形式や Microsoft Power Point形式

等編集可能なファイルによって納品すること。 

 

４ 調査（委託契約）期間 

契約を締結した日～令和９年３月 31日（水） 

 

５ 納入期限 

  令和９年３月 31日（水）17時 

 

６ 納入場所 

〒100-8959 東京都千代田区霞が関３丁目２番２号中央合同庁舎７号館 

  スポーツ庁政策課企画調整室（東館 13階） 

 

７ 調査内容 

（１） スポーツによるウェルビーイング向上への貢献に関する調査研究 

 令和７年度事業で実施した諸外国調査で得られた、諸外国におけるウェルビーイング関連施策や

指標も参考に、日本において、「する」「みる」「ささえる」「集まる」「つながる」といった様々な観

点でのスポーツによるウェルビーイング向上を可視化できる指標の開発を行う。その際、必要に応

じて試行的なアンケート調査等も実施する。また、併せて、現在行われているウェルビーイングに

関する調査のデータ活用等による研究も行い、新たな指標開発と、既存調査の活用の両面から検討

を行うこと。なお、研究においては、主観的な要素だけでなく客観的な要素も掛け合わせた、適切

な指標を作成するとともに、指標の元となるデータは、経年的に変化を確認できるデータを用いる

ことに留意する。 

 

（２）スポーツ政策の質的な効果検証手法に関する調査研究 

 スポーツ政策の量的な指標の計測だけでなく質的な効果を把握するために、国内外のスポーツ以

外の分野ではどのような政策評価・モニタリング手法がとられているかを調査する（①）（例とし

て、政策や事業が集団に与える健康影響や、集団の中の影響の違いについて評価する健康影響評価



 

（HIA：Health Impact Assessment）等）とともに、その調査で明らかになった国際規格や各手法の

特徴等を踏まえ、日本のスポーツ政策に活用できると考えられる政策評価・モニタリング手法を検

討・提案する（②）。 

 なお、令和８年７月から８月頃までに第４期スポーツ基本計画の中間報告をまとめる予定である

ことを踏まえ、中間評価がまとめるまでに、諸外国や他分野での効果検証・モニタリング手法に関

する調査研究（①）を行い、その後、中間報告を基に、具体的な効果検証を実施する。詳細のスケ

ジュールについては、スポーツ審議会等での検討状況を踏まえ、スポーツ庁と協議すること。 

 

（３）第４期スポーツ基本計画の周知・展開 

  第４期スポーツ基本計画は令和８年 12 月頃までに策定を終える予定であり、その後、計画期間

が始まるまでの令和９年１月から３月において、地方自治体や関係団体等へ周知・展開するため、

第４期基本計画の英訳作成、リーフレット作成・印刷、スポーツ庁 HP デザインの作成等を実施す

る。 

 

（４）第４期スポーツ基本計画の策定に向けた会議運営補助 

 第４期スポーツ基本計画の策定については、スポーツ審議会およびスポーツ審議会スポーツ基本

計画部会において議論を行っており、本会議の運営補助を行う。開催回数は、各月１～２回の開催

を予定している。具体的には以下の補助を行う。 

・委員との連絡調整：日程調整、出欠管理、資料共有、議事録確認依頼等。 

・会議室の確保：メイン席 30 席・随行席 50 席の計 80 席以上で、オンライン配信可能な会場の

確保。なお、文部科学省内の会議室が確保できた場合には、文部科学省内会議室を優先的に利

用する。 

・傍聴管理：傍聴者登録情報の収集、傍聴者への視聴方法等連絡、当日の傍聴者管理 

・会議当日の会議運営：会場設営（資料印刷、机上名立て準備、お茶・筆記用具手配、マイク・

スピーカー・オンライン端末接続（オンライン端末は約 30 台を確保すること））、会場受付・

案内、オンライン配信（文部科学省会議配信用 YouTube アカウントから配信）・録画、資料投

影、マイク回しの対応。 

・会議後の議事録作成：会議開催から３日以内に作成しスポーツ庁へ共有するとともに、出席者

への確認をおこない、２週間以内に修正を統合した最終版をスポーツ庁へ提出。 

 

（５）その他 

調査の実施や資料作成にあたっては、その詳細な調査項目やレイアウト、構成等について事前に

スポーツ庁と協議した上で行うこと。また、調査研究を進めるにあたっては有識者のヒアリングを

行うこととし、ヒアリング時期や有識者についてはスポーツ庁と協議すること。 

 調査の結果については、最終報告書の提出を待たず、随時スポーツ庁に打合せ又はメール等によ

り共有すること。打合せの際は、その記録を作成し、スポーツ庁に提出すること。 

 

８ 調査方法 



 

  ヒアリング調査、訪問調査、文献調査等 

 

９ 事業規模 

   事業規模は、29,800 千円（税込み）を上限とする。 

 

１０ 応札者に求める要求要件 

（１）要求要件の概要 

     ① 本委託事業に係る応札者に求める要求要件は、「(２)要求要件の詳細」に示すとおり

である。 

     ② 要求要件は必須の要求要件と必須以外の要求要件がある。 

     ③ 「＊」の付してある項目は必須の要求要件であり、最低限の要求要件を示しており、

技術審査においてこれを満たしていないと判断がなされた場合は不合格として落札決

定の対象から除外される。 

     ④ 必須以外の要求要件は、満たしていれば望ましい要求要件であるが、満たしていなく

ても不合格とならない。 

⑤ これらの要求要件を満たしているか否かの判断及びその他提案内容の評価等は、「令

和８年度スポーツ庁政策課技術審査委員会」において行う。なお、総合評価落札方式

に係る評価基準は別添の「総合評価基準」に基づくものとする。 

 

    (２) 要求要件の詳細 

 

     １ 調査業務の実施方針     

       1-1  調査内容の妥当性、独創性 

       ＊ 1-1-1 仕様書記載の調査内容について全て提案されていること。〔仕様書に示し

た内容以外の独自の提案がされていれば、その内容に応じて加点する。〕 

       ＊ 1-1-2 偏った調査内容となっていないこと。 

             1-2  調査方法の妥当性、独創性 

              ＊ 1-2-1 調査の抽出・分析手法が妥当であること。〔分析手法に事業成果を高める

ための工夫があれば加点する。〕 

              ＊ 1-2-2  調査項目・調査手法が明確であること。 

             1-3 作業計画の妥当性、効率性 

              ＊ 1-3-1 作業の日程・手順等に無理がなく目的に沿った実現性があること。〔作

業の日程・手順等が効率的であれば加点する。〕 

 

          ２ 組織の経験・能力 

             2-1 組織の類似調査業務の経験 

                2-1-1 過去にスポーツ行政に関する類似の調査を実施した実績があればその内

容に応じて加点する。 

             2-2 組織の調査実施能力 

              ＊ 2-2-1 事業を遂行する人員が確保されていること。 

                 2-2-2  幅広い知見・人的ネットワーク・優れた情報収集能力を有していれば加点す

る。 

              ＊ 2-2-3  事業を実施する上で適切な財務基盤、経理能力を有していること。 

             2-3  調査業務に当たってのバックアップ体制 

                 2-3-1 円滑な事業遂行のための人員補助体制が組まれていれば、その内容に応じ

て観点する。 

 



 

          ３ 業務従事予定者の経験・能力 

             3-1 業務従事予定者の類似調査業務の経験 

                3-1-1 過去にスポーツ行政に関する類似の調査をした実績があればその内容に

応じて加点する。 

             3-2 業務従事予定者の調査内容に関する専門知識・適格性 

              ＊ 3-2-1 調査内容に関する知識・知見を有していること。 

                 3-2-2 調査内容に関する人的ネットワークを有していれば加点する。 

 

     ４ ワーク・ライフ・バランス等の推進に関する指標 

       4-1 ワーク・ライフ・バランス等の取組 

        4-1-1 以下のいずれかの認定等又は内閣府男女共同参画局長の認定等相当確認を

受けていれば加点する。 

○女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）に基づく認

定（えるぼし認定企業・プラチナえるぼし認定企業）又は一般事業主行動計画策

定（常時雇用する労働者の数が１００人以下のものに限る） 

○次世代育成支援対策推進法（次世代法）に基づく認定（くるみん認定企業・トラ

イくるみん認定企業・プラチナくるみん認定企業）又は一般事業主行動計画（令

和７年４月１日以後の基準）策定（常時雇用する労働者の数が１００人以下のも

のに限る） 

○青少年の雇用の促進等に関する法律（若者雇用促進法）に基づく認定 

○スポーツ庁「Sport in Life プロジェクト」によるスポーツエールカンパニー認

定 

 

 

５ 賃上げを実施する企業に関する指標 

5-1 賃上げの表明 

 以下のいずれかを表明していれば加点する。（いずれかを応札者が選択するも

のとする※１） 

5-1-1 令和４年４月以降に開始する入札者の事業年度において、対前年度比で

「給与等受給者一人当たりの平均受給額※２」を大企業においては３％以

上、中小企業※３等においては 1.5％以上増加させる旨を従業員に表明して

いること。 

5-1-2 令和４年以降の暦年において、対前年比で「給与等受給者一人当たりの平

均 受給額※２」を大企業においては３％以上、中小企業※３等においては

1.5％以上増加させる旨を従業員に表明していること。 

※１ 経年的に賃上げ表明を行う場合、賃上げ表明を行う期間は、前年度に加点

を受けるために表明した期間と重ならないようにすること。 

※２ 中小企業等においては、「給与総額」とする。 

※３ 中小企業とは、法人税法（昭和４０年法律第３４号）第６６条第２項、第３

項及び第６項に規定される、資本金等の額等が１億円以下であるもの又は資本等

を有しない普通法人等をいう。    

  

１１ 検査 

発注者は、受注者が納入した納入品につき、仕様書記載事項が満足されていることを、発注者、

受注者双方の立会いのもとで確認したことをもって検査とする。 

 



 

１２ 守秘義務 

受注者は、本業務で知り得た非公開の情報を第三者に漏洩してはならない。受注者は、本業務に

係わる情報を他の情報と明確に区別して、善良な管理者の注意義務をもって管理し、本業務以外に

使用しないこと。 

 

１３ 届出義務 

受注者は、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく認定など技術提案書に記載

した事項について、認定の取消などによって記載した内容と異なる状況となった場合には、速やか

に発注者へ届け出ること。 

 

１４ 賃上げを実施する企業に関する指標に係る留意事項 

発注者は、受注者が賃上げを実施する企業に関する指標における加点を受けた場合、受注者の事

業年度等（事業年度及び暦年をいう。）が終了した後、表明した率の賃上げを実施したことを以下の

手法で確認する。 

５－１－１の場合は、賃上げを表明した年度及びその前年度の法人事業概況説明書の「10 主要

科目」のうち「労務費」、「役員報酬」及び「従業員給料」の合計額を「４期末従業員等の状況」の

うち「計」で除した金額を比較する。 

５－１－２の場合は、給与所得の源泉徴収票等の法定調書合計表の「１給与所得の源泉徴収票 

合計表（375）」の「Ａ俸給、給与、賞与等の総額」の「支払金額」欄を「人員」で除した金額によ

り比較する。 

※ 中小企業等にあっては、上記の比較をすべき金額は、５－１－１－の場合は「合計額」と、

５－１－２の場合は「支払金額」とする。 

加点を受けた受注者は、確認のため必要な書類を速やかに発注者に提出すること。ただし、前述

の書類により賃上げ実績が確認できない場合であっても、税理士又は公認会計士等の第三者により

上記基準と同等の賃上げ実績を確認することができる書類であると認められる書類等をもって代

えることができる。 

上記の確認を行った結果、加点を受けた受注者が表明書に記載した賃上げ基準に達していない場

合又は本制度の趣旨を意図的に逸脱している場合においては、当該事実判明後の総合評価落札方式

において所定の点数を減点するものとする。詳細は様式別紙第１の１、別紙第１の２の（留意事項）

を確認すること。 

なお、確認に当たって所定の書類を提出しない場合も、賃上げ基準に達していない者と同様の措

置を行う。 

 

１５ 子会社、関連企業に対する利益控除等透明性の確保 

再委託先が子会社や関連企業の場合、利益控除等透明性を確保すること。また、再委託費以外の

すべての費目においても、受託者の子会社や関連企業への支出に該当する経費については、再委託

費と同様の措置を行うか、取引業者選定方法において競争性を確保することで、価格の妥当性を明

らかにすること。 



 

 

１６  取引停止期間中の者への支出の禁止 

再委託先や事業費による支出先に取引停止期間中の者を含めないこと。 

 

１７ その他 

（１）本業務に当たっては、業務の進捗状況等を把握するため、必要に応じ報告を求めることがある

ので、求めに応じ、メール、電話等により報告すること。 

（２）この仕様書に記載されていない事項、または本仕様書について疑義が生じた場合は、スポーツ

庁と適宜協議を行うものとする。 

 

 


